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ICT によるニュータウンの街づくり拠点構築 

－web2.0技術の活用による地域情報の集約と地域活動の促進－ 
 

上野 直樹 

この論文では，文部科学省の「現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代GP）」の財政支援を受けて実施している

「ICTによるニュータウンの街作り拠点構築」プロジェクトの目的，現状，および，その学習環境のデザインのあり方

について紹介する． 

この現代GPプロジェクトの概要は以下の通りである．本学部が立地する港北ニュータウンは開発当初から住民参加

型の街づくりが進められてきた地域であり，環境保全，育児支援から地域メディアの実践に至るまで，住民による街

づくり活動が盛んである．しかし，そうした活動は従来個別に行われることが多く，また，それぞれの住民が持つ情

報・知識・経験を集約する場がないため，街づくりのリソースが分散してしまっている．この問題を解決するために，

本プロジェクトでは，第一に，SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）やGoogleMaps API（電子マップ）と

いったweb2.0系の技術を核とした「ICTによる街作り拠点」（情報共有と人的交流のプラットフォーム）を学生主導で

インターネット上に構築する．第二に，それを利用して発見・特定された街づくり課題の解決に大学と地域が連携し

て取組み，その両方の実践を行う．第三に，こうした実践を通して，地域への貢献と社会的活動に埋め込まれた新た

な情報技術のための学習環境のデザインを同時にしようとするものである． 

 

キーワード：現代GP，街づくり，ウェブシステム，学習環境のデザイン 

 

１ はじめに 
この論文で紹介する「ICT によるニュータウンの街作

り拠点構築」プロジェクトは，文部科学省の「現代的教

育ニーズ取組支援プログラム（現代 GP）」の財政支援を

受けて，2007-2009 年度に実施される高等教育の活性化

のためのプロジェクトである．また，この小特集は，こ

の現代 GP プロジェクトに関連する論文を集めたもので

ある．小特集の各論文の内容の概略とプロジェクトにお

ける位置づけについては，この論文の終わりで言及する． 

ここでは，この現代GPプロジェクトの目的，現状，お

よび本プロジェクトにおける具体的な学習環境のデザイ

ンのあり方を見て行くことにしよう． 

 

２ 本プロジェクトの概要 
三浦（2004）によれば，均質的な郊外開発は，郊外を

「ファスト風土化」している．つまり，郊外化は，地域

の独自性やアイデンティティを希薄化し，また，様々な

社会的な病理をもたらしているという．そうした社会的

な病理は，従来の商店街のシャッター街化から家庭崩壊，

地域の犯罪の多発まで多岐に渡り，三浦だけでなく，多

くの都市論が「郊外の危機」を指摘している． 

しかし，だからといって，郊外の対比として高円寺の

ような場所を理想的なものとして語ることだけではなん

ら生産的とは言えない．むしろ，様々な郊外で，郊外開

発を補い，再デザインするようなボトムアップの市民の

様々な試みが盛んに行われており，そうした中に郊外の

将来の展望を見いだすことができるのではないだろうか． 

本学部が位置する港北ニュータウンにおいても，市民

によるボトムアップの街づくりの活動が盛んに行われて

いるが，こうした活動の成否は郊外の将来を占う試金石

であり，地域の一市民としての大学の責任も大きいであ

ろう． 

本学部では，従来からこうした問題意識の下で地域と

連携した街づくりの活動に積極的に取り組んできたが，

そのなかで次のような問題が明らかになってきた．すな

わち，個々の活動は相応の成果を上げるものの，活動間，

活動主体間の連携は必ずしも十分ではなく，それぞれの

街づくり活動はしばしば孤立しているのである．また，

多くの住民が街づくりに有効な情報・知識・経験を持っ

ているものの，それを集約する場が限られているために，
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その多くは集合的な活動に活かされることが少ない．つ

まり，港北ニュータウンには，様々な街づくりの活動や

そのリソースは豊富に存在するものの，それを効果的に

繋ぐための仕組が十分ではないのである． 

こうした問題を解決するひとつの方策として，それぞ

れのコミュニティ，グループや個人が持つ情報を集約し，

人々のネットワーキングを促進する ICT（Information 

and Communication Technologies）の地域への導入が考

えられる．そこで本プロジェクトでは，第一に，分散し

た情報の共有と人々の水平的な協働の促進に特に適して

いるとされるweb2.0系の技術をコアに，街づくりのため

の情報共有プラットフォーム（ICTによる街づくり拠点）

を学生主導でインターネット上に構築する．また，その

運用を通じて，さらにはそこで発見された課題に学部と

して，あるいは，市民グループ，行政とともに取組むこ

とで，地域の街づくりに貢献する． 

こうした街づくりの活動やそれに伴うネットワークの

構築は，学生が実践的にウェブシステム構築，情報デザ

イン，フィールドワークを行うための場を提供するであ

ろう．こうした学生の活動の場＝学習環境をデザインす

ることが，本プロジェクトの第二の目的である． 

 

３ 街づくりの一環としての ICTのデザイン 
前節で述べたようなICTのデザインを通して地域の街

づくりに貢献しようというとき，街づくりおよびICTの

デザインということの意味，および，これらの関係の再

考が必要であるように思われる．さもなければ，ICT の

デザインを有機的に街づくりの活動に結びつけることは

できないであろう．こうしたことから，ここでは，まず，

改めて地域における街づくりということを考えてみるこ

とにしよう． 

街をデザインすることは，物理的な空間，環境といっ

たことをデザインすることにとどまらない．それは，人々

やその活動，そして記号や情報のデザインを含むもので

ある．例えば，地域の社会-自然環境の状態は，日々の地

域の人々の観察，街づくりの活動やその報告を通して可

視的になる．さらに，街のデザインは，様々なサインボ

ード，看板，街に埋め込まれた地図ボードといったもの

で象徴されるように記号，情報を含むものである．この

ようにして，街のデザインとは，物理的な空間，環境に

加えて人々の活動，情報のデザインを含むハイブリッド

なもののデザインということが可能である． 

こうした筋道で考えるなら，街や地域を意識して ICT

をデザインすることは，街や地域をデザインすることの

一部ということができる．このように考えるなら，例え

ばウェブ世界は，リアルなものに対してそれ自体閉じた

バーチャルなものではない．むしろ，人々が生活し，活

動する場を構成する要素の一つとしてウェブを位置づけ

ることができる．つまり，ウェブ世界は，それ自体とし

て閉じているわけではなく，人々が生活し，活動する場

を構成する要素の一つとして位置づけることができる． 

例えば，ウェブ上のライフログやSNSシステムは，そ

れ自体閉じたものではなく，ある場にいて，あるコミュ

ニティの人々の気配やざわめきを感じさせるものである．

あるいは，ブログやウェブ上の地図システムは，誰がど

こにいて，何をやっているか，あるいは，今現在，ある

場所や街がどのような状態かを可視化している． 

こうした様々なウェブシステムは，人々が日常的な協

同的な活動やコミュニケーションを行う際のコンテクス

トになるし，逆に，日常の協同的な活動やコミュニケー

ションがコンテストになって，ウェブで様々なことが表

現されている．このプロジェクトが目指すことの一つは，

こうしたコンテクストにICTを埋め込むこと，つまり，

ICT をデザインすることを通して地域における街の再デ

ザインを試みることである． 

こうした観点は，例えば，インターネット市民的公共

圏論（吉田, 2000）とは明らかに異なったものである．

市民的公共圏とは，ハーバーマス(1992)によって提唱さ

れている概念である．公共圏の原型は，17世紀後半から

18世紀にかけてのサロン，コーヒーハウスなどに見てと

ることができる．こうした場所では自立的な市民のコミ

ュニケーションによって芸術，文学，政治をめぐって世

論が形成された．こうした場の中にハーバーマスは，市

民的公共圏の原型を見たのである．市民的公共圏は，そ

の後，マスメディアに引き継がれ，展開し変質して行っ

た． 

こうしたマスメディアに代わる市民的公共圏として，

インターネットを見ようとするのが，インターネット市

民的公共圏論である．インターネット市民公的共圏論を

めぐって，インターネットを公共圏として見られるかど

うかの議論が盛んになされてきた． 

しかし，インターネット市民的公共圏論が提唱するの

は，インターネットをそれ自体閉じたものとして，捉え，

それが公共圏になりうるという見方である．一方，この

プロジェクトでは，閉じたものとしてのインターネット

世界に公共圏を構築しようということではなく，あくま

で，地域の街づくりの一部としてインターネットを位置

づけ，ウェブシステムをデザインし，街に埋め込もうと

する． 

 

４ 本プロジェクトで行うこと 
以上に見てきたような形で，街のデザインを捉え直す

ことを通して，これまで技術中心の発想でなされること

の多かった情報システムデザインの教育が，街づくりと
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いう具体的な社会的活動のなかに埋め込まれる．それに

よって，情報システムの構築とそれを活用した社会的活

動が不可分に結合した新たな情報教育／地域貢献の場が

創出され，既往の枠組みを超えた教育効果が期待できる

であろう． 

 

本プロジェクトで具体的な行うことは以下の A，B，C

に要約できる． 

 

Ａ．地域の状況や課題を可視化する地図型情報サイトの

構築 
 

ここでは，一つの典型的な地域における環境保護の活

動に関する事例を見てみることにしよう．この事例の中

に，このプロジェクトの構図を見て取ることができる． 

都筑区には，144 の公園愛護会があり，それぞれの公

園の環境の管理，保護といった活動を行っている．こう

した公園愛護会の活動は，土木事務所によって，サポー

トされており，定期的に会議も持たれている．現在，こ

うした公園愛護会のネットワークに，図１に示したよう

な GPS 携帯から動画，写真，文字情報を GoogleMaps

（Googleが提供する電子マップ）に投稿することができ

るシステムGoovieを導入する試みが開始されている．こ

のシステムは，現代GPの学生ワーキンググループのメン

バーによって開発されたものであり，そのシステムの詳

細は，本小特集の土橋・瀧本論文によって紹介されてい

る． 

こうした公園愛護会のネットワークに Goovie を導入

することで，各公園の現状を可視化したり，各愛護会が，

お互いに，お互いの活動を可視化することが可能になる

であろう．こうしたことを通して，愛護会同士の協力体

制も作りやすくなることが期待される．また，この

Goovie サイトと各愛護会のサイトとリンクすることで，

各愛護会の活動の詳細な情報を知ることも可能になる． 

さらに，各愛護会のサイトとして，図２に示したよう

なNOTAというシステムを用いることで，各愛護会は，容

易に，自らのサイトを構築することが容易になる．NOTA

とは，洛西一周氏によって開発されたブラウザー上で，

文字や図，絵を直接書き込むことが可能なウェブシステ

ムである．セーブの必要もなく，書き込んだらその直後

にデータはサーバに送られ，サーバ上に保存される．フ

ァイルのアップロードやリンクも同様にブラウザー上で

行うことが可能である．さらに，NOTA 上では，やはり，

現代 GP の学生ワーキンググループのメンバーによって

ビデオプレイヤー・プラグインが開発されており，用い

ることができる．Goovie に加えて，こうした NOTA サイ

ト構築によって，各愛護会は，公園や活動に関してビデ

オ記録を含めたさらに詳細な情報を地域全体に提供する

ことができる． 

Goovieなどの運用や管理の方法，運用組織の作り方は，

愛護会メンバー，土木事務所と学生がともに繰り返し，

Goovie や NOTA を用いながら，フィールドワークを行う

といったワークショップを行う中で，具体化していくで

あろう．こうしたことを意図するワークショップの１回

目は，すでに，2008 年２月 25 日に行われている．以上

のような試みの中で，学生は，サーバを構築し，ウェブ

システムを開発し，サイト提供を行ったり，また，市民

とともに地域の公園のフィールドワークを行っている． 

Goovieなどのシステムは，その他，緑道や公園の保守

管理状況の報告に加えて，防災情報・交通情報の共有，

不法投棄の報告，環境指標生物の報告など，住民による

地域の問題発見の道具として利用できる．こうした情報

システムによって，潜在的には，携帯電話を持って街を

歩く人すべてが，地域情報の収集活動に参加することが

可能になる． 

 

Ｂ．地域の人的リソースの協働を促進する SNS 型情報

サイト 
このプロジェクトでは，すでに見てきたような活動や

ネットワーキングのために，地域SNS（Social Networking 

Service）を構築するという試みも行う． 

SNS とは，実名での参加を基本とした紹介制のインタ

ーネット・コミュニティ・サービスの総称であるが，こ

図１ Goovie 

図２ NOTA 
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うした仕組みを用いることで，既に街づくり活動に参加

している個人やNPOといった中核層を効果的に繋ぐだけ

でなく，活動に興味を持ちつつも未参加の周辺層を取り

込むことが可能になる．また，すでに述べたGoovieなど

のサイトで特定された地域の問題を解決するための議論

もここで行い，そのために必要な人的リソースの調達の

場としても活用する．もちろん，地域活動の活性化には

参加者同士の感情的な紐帯も不可欠であることを考えれ

ば，こうした地域SNSは住民同士のインフォーマルなコ

ミュニケーションの場としても重要な役割を果たしうる

であろう． 

   

なお，このSNSシステムは，現在，サーバへのインス

トールは終了し，現代GP事務局と学生ワーキンググルー

プのシステム開発をめぐる議論，プロジェクト運営のた

めのコミュニケーション・ツールとして試験的に運用さ

れている． 

 

Ｃ．情報システムを活用した街づくり課題の特定と解決 
このプロジェクトでは，Ａで述べたようなシステムを

活用し，「街づくりのためのフィールドワーク」を定期的

に実施する．これはテーマに応じて地域の各所を調査し，

地域における社会環境－自然環境の特徴を可視化し，そ

れを通じて街づくりの課題を特定するものである．こう

した取組は既に地域のNPOと連携して行った教育活動の

なかで実施してきたが，例えば交通事故多発地点のマッ

プを作成し，行政に訴えかけるなかで信号や標識の設置

改善がなされるなどの成果をあげた．今回の取組は，こ

うした試みをより効果的な情報システムの下で，大規模

かつ体系的に行うものであり，課題発見の後の議論や改

善計画を上記Ｂのサイトで展開し，これまでと同様に，

必要に応じて住民，大学，行政の連携で問題解決にあた

る． 

現段階では，すでに，Goovie や NOTA を用いて地域を

対象としたフィールドワークを行うワークショップを３

回実施しており，そのうち１回は，学生，市民，行政の

合同で行われた．これに加えて，サーバ，ウェブシステ

ム系のワークショップを３回実施している． 

 

５ 学習環境のデザイン 
前節で見たような実践に学生が参加することを通して，

これまで技術中心の発想でなされることの多かった情報

システムデザインの学習が，街づくりという具体的な社

会的活動のなかに埋め込まれる．それによって，情報シ

ステムの構築とそれを活用した社会的活動が不可分に結

合した新たな情報システムの学習／地域貢献の場が創出

され，既往の枠組みを超えた学習環境をデザインするこ

とが可能になるであろう． 

ここでは，本プロジェクトにおける学習環境のデザイ

ンのあり方に方向付けを与えた理論的な観点である状況

的学習論について見て行こう． 

 

５．１ 状況的学習論の観点 

状況的学習論は，従来の個人の知識や技能の獲得とい

う観点を超えて，学習を社会的実践，あるいは，社会的

実践に埋め込まれたものとしてとらえ直した．このよう

な観点からすれば，学習において，重要な事項は，実践

へのアクセスの問題である．(Wenger, 1990: Lave & 

Wenger, 1991: Sawyer, 2004: 上野・ソーヤー・永田, 

2006: 上野・ソーヤー2007) 

例えば，レイヴとウェンガー(Lave & Wenger, 1991, p. 

101)は，学習には，広い範囲の進行中の活動，コミュニ

ティの古参者やその他のメンバー，そして，情報，リソ

ース，参加の機会へのアクセスが要求されると述べてい

る．こうしたことに関連して，レイヴとウェンガー(Lave 

& Wenger,1991)によれば，学習をどのように見るかとい

うことに関して，少なくとも二つの見方があるという．

一つは，学習のカリキュラムと呼ばれる観点であり，も

う一つは，教育のカリキュラムと呼ばれる観点である．

教育のカリキュラムとは，一般的な意味でのカリキュラ

ムとほぼ同じようなことを意味する．つまり，教育のカ

リキュラムとは，正しい実践はかくあるべきという形で，

指示的に教える側が学習者に要求する項目から形成され

ている．教育のカリキュラムという観点に従うなら，学

習者のために行うべきことは，「教授法のデザイン」，あ

るいは，教授法的な処方箋を作ることである．教授法的

アプローチは，認知心理学的なモデルをベースにしてお

り，教授法のデザインとは，要するに，個人としての学

習者のスキル，能力をあげるための一連の教授項目を選

択したり，また教授方法を考えたり，改善することであ

る．e-learningとして開発されているシステムのほとん

どは，ここで言う教授法のデザインという観点に基づい

ている． 

これに対して，学習のカリキュラムとは，学習者の視

点から見た日常実践における学習のリソースがおかれて

いる場である．学習のカリキュラムという観点に従うな

ら，必要なことは学習者の視点から見た実践における

様々なリソースやその配置といったものをデザインする

こと，つまり，学習環境のデザインである．あるいは，

学習者が実践の様々なリソースにアクセス可能な空間的，

社会的なデザインを行うことである．この学習環境のデ

ザインは状況的学習論をベースにしており，学習環境の

デザインとは，要するに，実践へのアクセスをサポート

するようなリソースや社会組織，機会をデザインするこ

とだということになるであろう． 
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５．２ 本プロジェクトにおける学習環境のデザイン 

前節で見たように，学習環境のデザインとは実践への

アクセスをサポートするようなリソースや社会組織，機

会をデザインすることだという観点に立つなら，本プロ

ジェクトが目指していることは，ウェブシステムの構築，

情報デザイン，フィールドワークのための実践や実践へ

のアクセスをサポートするリソースや社会組織，機会を

デザインすることである． 

地域における街づくりの実践に参加する中で，学生は

ソーシャルデザインとしての情報システムの開発を経験

することが可能であろう．従来の情報システムデザイン

教育の多くは，技術中心の発想に基づくものであり，し

ばしばシステムが実際に利用される社会的文脈への目配

りを欠いてきた．しかしながら，人々のあらゆる活動を

何かしらの情報システムが媒介する今日，情報システム

の開発は，単なる技術的システムのデザインだけではな

く，人々の社会的活動，社会組織のあり方のデザインで

もある． (田丸・上野, 2002: 中村・上野, 2008) 本プ

ロジェクトは地域社会という場における実践的な活動の

なかで，学生にそうした社会-技術的なシステムの開発，

運用する環境を構築する． 

例えば，本プロジェクトでは，学生がシステム構築を

行う場合，それ自体として構築するのではなく，事前に

行われる様々な街づくりの活動へのアクセスを通して，

そこで活動する人々の課題を具体的に特定する作業を前

提とする．また，その運用に際しても，実際の利用状況

の観察や利用者へのインタビューを通じて，システム改

善の方途を継続的に探っていく．こうした社会調査－技

術開発連関の経験を通じて，学生は社会フェイズと技術

フェイズを総体的に捉える機会を得ることができる．こ

うした経験，知識，ネットワークを持つ人材の必要性は，

実務における情報システム開発が技術シーズのみに特化

した「実験室的」なものではあり得ないことを考えれば

明らかであり，そうした社会的要求への応答は，文理融

合型の本学部の使命と直結している． 

 

５．３ 本プロジェクトにおける学習環境のデザインを

実現するための体制 

当然のことながら，地域における街づくりの実践やこ

れに伴う学習環境のデザインは，個々のグループ，組織

によって達成することはできない．様々なグループ，組

織とネットワークを構築することで，こうした，試みは

可能になる．こうしたネットワークのあり方の典型例は，

すでに図１示したような横浜市都筑区公園愛護会ネット

ワークと本プロジェクトとの連携の中に見てとれるもの

である． 

本プロジェクトにおいて，こうしたネットワークを構

築するためのキーになる事項は，三つある． 

一つは，サーバ，ウェブシステムの開発およびサービ

スの提供である．学生も含めたGPプロジェクトが，地域

市民グループ，環境，都市研究の各研究室に，サーバ，

ウェブシステムを提供し，それぞれの活動をサポートす

ることで，実際に様々なコミュニティ，グループと連携

可能になる．こうしたことから，サーバ構築，維持，管

理，およびウェブシステムの開発，導入などは，プロジ

ェクトにとって，活動のコアの一つである．さらに，プ

ロジェクトに関連して，相互に連携関係やネットワーク

を可視化し，コミュニケーションを容易にするようなネ

ットワーク図を生成できるようなウェブシステムの開発

も必要であろう． 

こうした同盟関係を構築するためのもう一つのキーに

なる事項は，制度的保障である．現代GPプロジェクトは，

大学の公的な事業として位置づけられるものであるが，

こうした位置づけは，様々な市民グループ，行政，学部

各研究室と連携するために，こうした制度的保障は欠く

ことができないであろう． 

ネットワークを構築するための第三のキー事項は，コ

ーディネーションである．ワークショップなどを通して

様々なコミュニティ，グループが連携した活動やネット

ワーキングのための場を継続的に作り，さらに，各コミ

ュニティ，グループがウェブシステムなどの技術リソー

スへアクセスすることを容易になるような社会－技術的

な体制を作ることで，ネットワークは具体的なものにな

る． 

 連携の対象としては，図３にあるように地域市民グル

ープ，行政，および，学生といったものを挙げることが

できる．また，こうした観点からすれば，学生は教育対

象ではなく，連携の対象あるいは，同盟者として位置づ

けられるだろう．現状では，実際に，特にコアである学

生ワーキンググループは，そうした存在であり，学生自

らがシステム，活動，学習環境のデザインを担っている．

GPプロジェクトは，学生のポジションの弱さを補いなが

ら学生のそういった活動のサポートを行っている． 

要するに，サーバ，ウェブシステムの開発と様々なグ

ループ，コミュニティとのネットワークの構築を行うこ

とが，本プロジェクトにおける学習環境のデザインとい

うことになる． 

 

 

 

 

 



上野：ICT によるニュータウンの街づくり拠点構築 
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５．４ リソースのアレンジとしての学習環境のデザ

イン 

本プロジェクトが，めざす学習環境のデザインは，い

くつかのリソースのアレンジとして整理することも可能

である．いくつかのリソースのアレンジは，主には，制

度的リソースのアレンジに関連するものと知識，技術に

関連するリソースのデザインに関連するものに分けるこ

とができるであろう． 

制度的なリソースのアレンジに関連したものは以下の

ようなものである． 

 

・ カリキュラムの体系化 
現状の関連科目を「地域とICT科目群」として明示し，

科目群のパンフレット，シラバス作成を作成する．さら

に，各科目の情報共有を可能にするウェブシステムを構

築する． 

 

・ 「地域と ICT」学生プロジェクトの支援の制度化 
公募などによって，学生の自主活動としての地域と

ICT に関連したフィールド調査，活動を支援する．その

支援の内容は，ICT システム学習，開発支援，地域市民

グループなどとの連携支援といったものである．同様に，

地域とICTに関連した事例研究，卒業研究，修士論文も

同様の形で支援して行く． 

 

・ 地域と ICT についての行政，地域住民，環境情報学

部の連携組織を引き継ぎ，展開する． 
一方，知識，技術に関連するリソースのデザインに関

連するものとしては以下のようなものが挙げられる． 

 

・ 「地域と ICT科目群」および「地域と ICT」学生自主

活動プロジェクトのためのリソース作成 
ここでは，フィールドワーク，デザイン，および，ウ

ェブシステム，サーバ技術についてのテキスト，マニュ

アル作成，情報サイトの構築といったことを行う． 

 

・ 地域可視化，コミュニティ形成のためのウェブシステ

ムの構築 
ここでは，地図，コミュニケーションのためのウェブ

システム，およびフィールドワークのためのモバイル・

システムの構築といったことを行う． 

 

・学生プロジェクトのレポート，報告書，論文，ワーク

ショップ，シンポジウムなど発表 
こうした各活動の報告が，将来の学生のための，また，

地域のためのリソースになっていくであろう． 

 

以上のような様々なリソースのアレンジやデザインは，

一方で，地域の街づくりという実践とそれに関連した同

 

図３ 現代GPにおけるネットワーク 
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盟関係の構築の作業を継続する中で，有機的に結びつき，

また，維持，展開が可能になるであろう． 

 

６ まとめと小特集の各論文の紹介 
ここでは，現代GPプロジェクトの背景，目的，現状，

および本プロジェクトにおける具体的な学習環境のデザ

インのあり方を要約した．最後に，この小特集における

他の論文とプロジェクトの関連について述べておくこと

にしよう．  

中村・清水論文「大学と地域の連携を考える－地域・

市民団体との連携を中心とした実態調査から」は，本学

部における従来の地域連携の研究，実践の実態を調査し

たものである．こうした本学部の従来の取り組みの体系

的な整理は本プロジェクトの重要な情報源と位置づけら

れる． 

また，土橋・瀧本論文「ケータイのコミュナルな利用

へ向けて－ケータイ動画地図投稿システム Goovie の開

発」は，本論文でも紹介した GPS 携帯から GoogleMaps

に動画，写真，文字情報を投稿可能なGoovieと呼ばれる

システムの開発についての報告である．この報告は，現

代 GP におけるウェブシステムの開発の一つの姿を紹介

している． 

澤田論文「マイナーミュージシャン，ライブハウス，

ファンの相互のアクセスを可能にする web テクノロジ

ー：GoogleMapsAPI を用いたライブハウスマップのデザ

イン」は，やはり，GoogleMapsに関連したシステムのデ

ザインおよびそのライブハウスをめぐるコミュニティに

おける運用に関する報告である．また，古沢論文「サブ

カルチャーのデザイン：GoogleMapsを利用したグラフィ

ティコミュニティの活動の再編」は，グラフィティのコ

ミュニティにおける GoogleMaps に関連したシステムの

デザインや運用に関する報告である．澤田論文，古沢論

文に報告されているデザイン，実践事例は，主に，現代

GPプロジェクトの開始以前になされたものであり，また，

港北ニュータウンにおける街づくりを対象としたもので

はないが，こうしたプロジェクトを通して地図に関連す

るウェブシステムの開発と運用の原型的なスタイルが確

立された．このように，これらのデザイン，実践事例は，

現代GPプロジェクトの先行事例として位置づけられる． 

 一方，松村論文「ギークのコミュニティ：Web を媒介

としたプログラミング学習環境」は，web2.0に関連した

ウェブシステムの現状とそうしたシステムを自らも利用

し，開発しているギーク・コミュニティのあり方，およ

び，そうしたギークたちのプログラミングのための学習

環境のデザインがどのようなものかを分析したものであ

る．この報告は，現代的なウェブシステムの学習や開発

のための学習環境のデザインがどうのようであるべきか

の多くのヒントを提供する．また，この報告は，本プロ

ジェクトのコア技術である web2.0 に関連したウェブシ

ステムの技術がどのようなネットワークのもとに開発さ

れているかを示している． 
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